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長岡大学　地域連携研究センター年報　第３号（2016年11月）

　長岡大学は、本学の「長岡地域＜創造人材＞
養成プログラム」が平成 25 年度文部科学省「地

（知）の拠点（ＣＯＣ）整備事業」に採択されまし
たが、昨年、このＣＯＣ事業の一環として、「企
業競争力を支える＜創造人材＞の育成へ！」の
テーマでシンポジウムを開催しました。
　今年度は、引き続きＣＯＣ事業として、「人口
減少時代と長岡地域活性化の方向－長岡地方創
生への視点－」をテーマにシンポジウムを開催し
ました。シンポジウムでは、平成 27 年８月に実
施した「人口減少問題等に関する全国市区町村
アンケート調査」の結果を報告するとともに、長
岡市地方創生総合戦略を推進している各界の方 を々中心にして、下記の通り、人口減少問題の諸相を掘
り下げ、今後の長岡地域の活性化方向＝地方創生への視点について、討論しました。アンケートにご回
答いただいた皆様にはあらためて感謝申し上げます。
　当日は、約100 名の皆様にご参加いただき、盛況のうちに終了することができました。感謝申し上げます。
　＊なお、第１部の基調報告は、本誌 19 ～ 64 頁に掲載しました。
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記
１　名　　　称　　2015長岡大学地域連携研究センターシンポジウム
２　テ　ー　マ　　人口減少時代と長岡地域活性化の方向－長岡地方創生への視点－
３　時　　　期　　平成27年11月20日㈮　14：30～17：00　＊14：00～受付開始
４　会　　　場　　長岡グランドホテル（悠久の間）
５　参　加　費　　無料
６　次　　　第

総合司会：長岡大学教授　原　田　誠　司 　
　　第１部　基調報告　　人口減少時代と長岡地域活性化の方向

長岡大学教授　鯉　江　康　正 　

　　第２部　パネルディスカッション
　　　テーマ：人口減少時代と長岡地域活性化の方向－長岡地方創生への視点－
　　パネリスト
　　　大森木工株式会社代表取締役� 大　森　政　尚 氏
　　　株式会社ｕｍａｒｉプロデューサー� 栗　原　里　奈 氏
　　　株式会社 北越銀行コンサルティング営業部副部長� 小　柳　　　徹 氏
　　　長岡商工会議所事務局次長� 長谷川　和　明 氏
　　　長岡市市長政策室政策企画課課長� 中　村　英　樹 氏
　　　長岡大学教授� 鯉　江　康　正 　
　　　� コーディネーター　長岡大学地域連携研究センター運営委員長　原　田　誠　司 　

７　主　　　催　　長岡大学地域連携研究センター
　　後　　　援　　�長岡市、長岡商工会議所、財団法人にいがた産業創造機構、NPO法人長岡産業活性化協会

NAZE、北越銀行
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　例年、当シンポジウムの主催者ご挨拶は、本学学長／地域連携研究センター長の内藤敏樹が行う
予定でしたが、去る８月４日に心不全で急逝されました。享年70歳でした。ご冥福をお祈りしま
す。現在、新学長の選挙中でありまして、学長不在ですので、地域連携研究センター運営委員長の私、
原田が簡単に、ご挨拶申し上げます。
　ご案内させていただきましたように、今年度は、国および長岡市の人口減少対策としての地方創
生総合戦略も策定・発表され、地方創生スタートの年であります。「地（知）の拠点（COC）大学に
よる地方創生推進事業」もこの地方創生の一環に位置づけられ、COC＋（プラス）事業になってい
くと思われます。
　本学も昨年来、人口減少問題に焦点を当てて、調査研究を行ってまいりました。そこで、＜人口
減少時代と長岡地域活性化の方向＞をテーマに、本学の調査研究結果をご報告するとともに、長岡
地域で地方創生を精力的に推進している皆様方にパネリストとしてご登壇いただき、地域創生の基
本方向を議論していただきたい、と考えます。産官学金連携による地方創生の方向を示していただ
きたいと考えます。
　それでは、開始にあたり、まず、お手元の配布資料をご確認ください。次第、第１部の基調報告資料、
第２部のパネルディスカッション関連資料がございます。次第に沿って進めさせていただきます。
　第１部の基調報告は、報告者の鯉江康正教授が全国自治体アンケート調査を行い、取りまとめて
ものであります。また、パネリストの皆様関連の諸資料があります。長岡市の地方創生総合戦略の
概要など（長岡市政策企画課の中村英樹さん、大森木工社長の大森政尚さん）、「思いのほか」冊子（思
いのほか代表の栗原里奈さん）、北越銀行の地方創生への取組み（北越銀行の小柳　徹さん）、長岡
商工会議所の野菜クオーレ祭りと創業者クラブ案内（長岡商工会議所の長谷川和明さん）などであ
ります。ご確認ください。それ以外は私ども長岡大学のチラシ・案内等です。冊子については地域
連携研究センターの年報ですが、昨年の11月のシンポジウムのテープ起こしをしたものが載ってお
ります。本日のものもテープをとりまして、来年の第３号に掲載する予定であります。
　本日のシンポジウムが長岡地域の活性化に貢献できることを願っております。よろしくお願いし
ます。

主催者の開会ご挨拶

長岡大学教授
長岡大学地域連携研究センター運営委員長　

原　田　誠　司

2015長岡大学地域連携研究センターシンポジウム
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テーマ：人口減少時代と長岡地域活性化の方向
―長岡地方創生への視点―

NPO法人思いのほか代表理事、
「移住女子」
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原田誠司（長岡大学副教授）
　これから、後半の第２部パネルディスカッ
ションを始めたいと思います。進行役の原田で
す。よろしくお願いします。
　議論のポイントは、「人口減少と長岡地域活
性化の方向」のテーマを、副題の、「長岡地方
創生への視点」を中心にしたいと思います。長
岡市が10月に地方版総合戦略を発表しましたの
で、そこの考え方を報告していただいて、鯉江
の報告から人口減少の影響等もアンケートから
出てきていますので、それらを含めて長岡の活
性化のあり方を議論したいと思います。
　全体としては、３つくらいに分けて行います。
最初にパネリストの方の自己紹介を一人１分く
らいでお願いいたします。まず、長岡版総合戦
略について政策企画課の中村課長から、内容を
ご紹介いただいて、そのポイントを議論したい
と思います、これが第１です。
　２番目に、地域活性化の事業・活動は様々で
すが、長岡の活性化に必要な事業や方向は何か、
について議論をお願いします。３番目に、長岡
市の場合は＜ながおか・若者・しごと機構＞を
12月に発足させ、地方創生を推進するとのこと
ですが、若者を中心のこの組織が、当面どのよ
うな活動をすべきか議論したいと思います。
　最後に会場の方から、ご意見があれば受けた
いと思います。
　それでは最初に自己紹介ということで、皆さ
んから向かって私の左、大森木工代表取締役の
大森さんから順次お願いします。

◉�地方創生は地方が元気になること!　わかもの
会議でがんばる

大森政尚 （大森木工株式会社代表取締役）

　皆さんこんにちは。私、大森木工の代表取締
役、大森政尚と申します。創業105年の会社で
ございまして、私は生まれも育ちも長岡です。
木工製品全般に扱っております。正確な家具、
建具を製造していますが、特注家具・建具、店
舗設計、施工管理、内装仕上げ工事まで、業務

を拡大させています。
　地方創生との関係では、現在、＜ながおか若
者会議＞に参加し、居場所づくりのプロジェク
トリーダーをさせていただいております。他に
は、有志による長岡市内の月１回ごみ拾い活動
なども行っています。
　今年度、長岡市が開始しました、＜ながおか
仕事創造アイデア・コンテスト＞の【いいね！
アイデア部門】の審査委員長もさせていただい
ております。11月29日にアオーレ長岡で、公開
審査・プレゼンテーションがありますので、是
非お時間のある方は見に来ていただけるとあり
がたいと思います。
　業界関係では、私は昨年まで、全国建具組合
連合会青年部の会長をさせていただきました。
全国から見た視点と地元長岡の視点をもってき
ましたが、全国いろいろ歩かせていただきまし
て、ほとんどが地方だということがよく分かり
ました。地方創生のはじまりは何かといったら、
やはり地方が元気になることです。私は長岡か
ら発信するという気持ちでいまここに座らせて
いただいております。本日はよろしくお願いい
たします。
原田　どうもありがとうございました。それで
は「ＮＰＯ法人思いのほか」代表理事、「移住
女子」の栗原さんお願いします。

◉長岡の食文化を発信!　移住女子の活動を全国に!

栗原里奈 （NPO法人思いのほか代表理事、「移住女子」）

　ご紹介いただきました「NPO法人思いのほ
か」で、さらに「移住女子」という活動も行っ
ております栗原と申します。「NPO法人思いの
ほか」という団体は、長岡の農業と食をプロ
デュースする団体です。長岡の食文化というも
のをとらえますと、酒もありますし、長岡野菜
という伝統野菜もありますし、郷土料理は各地
域にあります。広域にわたった、海、山、川が
そろった長岡だからこそ発信できるものがある
のではないかと思います。そういったものをイ
ベント、また観光に繋げていって、観光産業と

人口減少時代と長岡地域活性化の方向
― 長岡地方創生への視点 ―
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して長岡を盛り上げていけるように、「NPO法
人思いのほか」としてがんばっていきたいと
思っているところです。
　また、「移住女子」というのは、今回ご紹介
する予定はないのですが、名前の通り新潟に移
住した女性、中越地域に暮らす移住女子４人が
集まりまして、中山間地域の魅力を発信したい
という思いから、＜ChuClu（ちゅくる）＞と
いうフリーペーパーをつくっております。ペー
パーで、中山間地の暮らしの豊かさを発信して
おりまして、首都圏や新潟、長野にも配布させ
ていただいております。
　今度、12月12日に、東京で全国移住女子サミッ
トを開催します。全国から移住して活躍してい
る女性をあつめまして、サミットを開いて、私
達は「移住女子予備群」と呼んでいるのですが、
東京に住みながら地方に移住したいと思ってい
る女性方を集めて、一緒に交流しながら、地域
の豊かさ、暮らしの豊かさというものを伝える
イベントです。先日、石破地方創生大臣と会食
をさせていただいたのですが、このサミットに
も興味を持っていただきまして、地方活性化の
１つとして「移住女子」の活動が全国に広まっ
ていくのではないかという期待も持ちながら今
後活動していきたいと思っております。
　また、私は長岡の総合計画策定委員のメン
バーでもありまして、この総合戦略にも少し関
わらせて意見をさせていただいたところです。
今回、一市民として意見を述べさせていただき
ながら、私の経験も踏まえながら、皆さん何か
ご参考になる点があればと思いまして、がんば
りたいと思います。よろしくお願いします。
原田　どうもありがとうございました。それで
は株式会社北越銀行コンサルティング営業部副
部長の小柳様お願いします。

◉地方創生戦略チームで地方創生を支援!

小柳　徹 （株式会社北越銀行コンサルティング営業部副部長）

　日頃、大変お世話になっております北越銀行
から参りました小柳と申します。私がいま所属
している部署は、コンサルティング営業部とも
うしまして、通常法人様向けのコンサルティン
グ関係の仕事もしくは支店単位ではどうしても
取扱仕切れない大口のご融資の案件等をとりま
とめているような部署です。この地方創生に関

しては産学官金ということで、金融機関も参加
するということから、私が所属しているコンサ
ルティング営業部内に地方創生戦略チームとい
う専門部署を立ち上げておりまして、各自治体
の支援をしているところです。本日はどうもよ
ろしくお願いします。
原田　どうもありがとうございました。それで
は次に長岡商工会議所事務局次長の長谷川様お
願いします。

◉�人口減少問題に取組み長岡の企業、経済の活性化を!

長谷川和明 （長岡商工会議所事務局次長）

　ただいまご紹介いただきました長岡商工会議
所の長谷川と申します。よろしくお願いしま
す。商工会議所は会員組織の経済団体でありま
して、いま会員数は約2,300の企業と個人事業
主を含めて組織されています。周辺の地域には
商工会という組織もありますので、主には旧長
岡市エリアの企業が会員ですが、それ以外の方
も入っていただいて組織されています。
　商工会議所の目的としては、地域の企業の発
展と地域経済そのものの活性化という大きな使
命があります。今日のテーマである人口減少の
問題についても全ての産業にとって大きな課題
だろうということで、今年の夏前に10の部会が
業種別に組織されているのですが、そこでの共
通のテーマということでこの点について協議・
議論させていただいて、その意見をとりまと
め、実は長岡市長に要望させていただいたとこ
ろです。また、その内容については後ほどお話
ししたいと思いますが、そういう意味では今後
経済界を考える上でも非常に重要なテーマです
ので、今日は多くの会員さんがいらっしゃるの
で、言葉を選びながら発言していきたいと思い
ます。今日いただいたヒントの中で事業に活か
していけるものがあれば次年度以降取り組んで
いきたいと思いますので、よろしくお願いしま
す。
原田　どうもありがとうございました。それで
は長岡市市長政策室政策企画課課長の中村さ
ん、よろしくお願いします。
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◉人口減少問題には長岡市全体で取組む

中村英樹 （長岡市市長政策室政策企画課長）

　どうもはじめまして、長岡市役所から来まし
た政策企画課の中村です。私の方は、まだ人生
を語れる歳ではありませんが、平成２年に26歳
で市役所に入所いたしました。今年が26年目で
す。私どもの政策企画課のなかで、今回テーマ
である人口減少問題ということで、長岡市役所
全体にかかる取り組みですが、そこをまとめて
いるというところで、私が呼ばれたのかなとい
うふうに思っております。これから貴重な時間
のなかでいろいろ皆さんと議論させていただけ
ればと思っております。よろしくお願いいたし
ます。
原田　どうもありがとうございました。それで
は、先ほど基調報告していただきました長岡大
学の鯉江さんお願いします。

◉人口問題に取組み地域活性化を!

鯉江康正 （長岡大学教授）

　長岡大学の鯉江です。先ほどはどうもありが
とうございました。専門は地域経済学という分
野でして、ここ10年くらいは北陸新幹線の地域
への経済的影響というものを追いかけてきまし
た。それ以外に皆さんと関わりがあるのは、長
岡花火の経済効果という？？もやっておりま
す。
　ここへ来て、新幹線が３月に開業して、予想
通りというか予定通り金沢の一人勝ちになって
いるわけで、上越新幹線沿線も元気にしていか
なければならないということで、これからしば
らくは人口問題等を研究してみたいというふう
に思っております。
　それと、最後にちょっと言わせていただきま
したが、まちの駅を利用した地域活性化という
のは学生と一緒にやっていきたいということ
で、総合戦略も若者を中心に据えて考えていく
ということになっていますので、是非うちのゼ
ミ生にも活躍してもらいたいと思っています。
今日はよろしくお願いします。
原田　どうもありがとうございました。それで
はさっそく、第一クールということで、長岡市
の総合戦略について中村課長から10分ほどで御

説明お願いしたいと思います。よろしくお願い
します。

◉�地方版総合戦略は東京一極集中の流れの反転
をめざす計画!

中村　それでは私の方から長岡市の考えている
地方創生のポイントを説明させていただきま
す。お手元の総合戦略の概要をまとめた資料を
ご覧ください。長岡市の、現時点で考えてきた、
あるいはこれから目指していこうとする地方創
生の取組みについて概要を説明させていただき
ます。
　皆さんご存じの通り、人口減少問題というの
は、ここ数年地域でお住まいになられていて、
あるいはいろいろなところでそういう印象はお
持ちだと思います。私ども市役所の仕事とし
て、人口減少問題がクローズアップされてきた
のは、昨年（平成26年）の５月前後くらいでし
た。ご記憶にあるかもしれませんが、東京一極
集中の問題が掲載され、消滅可能性都市が大量
に出てくるという記事が、地方紙、全国紙に限
らず掲載されました。
　その頃から国の動きがかなり急ピッチで始ま
り、今回のこの地方版総合戦略策定に至ったわ
けです。長岡市はこの10月に、長岡版総合戦略
＝「長岡リジュベネーション」を策定しました。
この計画は、必置計画ではないのですが、国の
方が全国をあげてこの人口減少問題を解決して
いくために、都道府県、市町村に対して、地方
版総合戦略をつくって取組むことを奨励しまし
た。ここが出発点です。
　昨年の夏前くらいから、長岡市でも、市長以
下、将来の長岡像について、議論してきました。
今までの様々な計画、例えば福祉関係とか、教
育関係とか多くの計画がありますが、今回のこ
の計画の特徴は、東京一極集中を国としても是
正する、全国各地にいわゆるダム機能をもつな
かで、人口の流れを地方に向けていこう、とい
う点を最大のポイントにしています。
　したがいまして、今回の地方創生の地方版総
合戦略は、細かいいろいろな課題・施策等があ
りますが、長岡全体をとらえてこの先取り組ん
でいく方向を示した計画であるとご理解いただ
ければと思っております。
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◉�独自の命名「長岡リジュベネーション」で関心を
もってもらいたい!

中村　長岡版総合戦略は、「長岡リジュベネー
ション」という名称をつけさせていただきまし
た。これについては、いろいろなご意見があり
ましたが、最終的にはこの名前にさせていただ
きました。
　「リジュベネーション」という言葉は「若返り」
の意味ですが、長岡全体のまちとして、常に持
続性をもつという思いをこめております。２つ
目には、より多くの方に関心を持っていただき
たいと思って独自の名称をつけました。若い方
を含めて「長岡リジュベネーション」という名
前が何を言っているのかというところを含めて
関心を持っていただきたいという思いから、名
前も一般的な名前ではなくて、長岡独自の名称
をつけさせていただきました。

◉�長岡元気回復の第１の柱は若者主役＝若者に将
来の長岡発展のエンジンになってもらいたい!

中村　「長岡リジュベネーション」の特徴、考
え方の出発点で議論されたのが、この人口減少
問題が、誰に大きく影響する問題なのか、とい
うことですね。本日は学生さんも参加していま
すが、まさに、10年先、20年先に成果が出てくる。
ですから、議論の最初の段階で、いかに若い方
の問題かというところを気づいていただき、長
岡の良さを知っていただいて、それで10年、20
年先に、さらに長岡を発展させていく人材ある
いはエンジンになっていただきたい。そのため
に、現役あるいは経験豊かな世代が若者を応援
する。そういうことで、若者の皆様から主役に
なって欲しいという考え方を大きく１つ目に打
ち出しています。

◉�第２の柱は人材育成＝米百俵の精神の実現を!

中村　２つ目は、長岡には「米百俵」の精神が
ありますので、やはり人材を育てること、将来
に向かって支援していくことですね。未来に向
けた投資戦略という観点から、特に教育を大き
な柱の２つ目としています。

◉�第３の柱は産業振興＝既存産業・起業等「働く場」
を確保する!

中村　３つ目は、人口減少問題への施策の効果
は、多分１年や２年で出てくるものはないと
思っています。息の長い、持続性のある政策を
ずっと続けていくことによって効果が出てくる
と考えております。そのなかでも、「働く場」
がなくては、生活できません。企業誘致であっ
たり、起業がクローズアップされますが、現在
地元でがんばっている企業、地元の産業を継続・
発展させる必要があります。仕事場の確保とし
て、地元産業の支援、企業誘致、起業支援が３
番目の柱であります。

◉７つの戦略分野で推進を!

中村　トータルで、10年、20年の長いスパンの
政策を展開していく。ただし、ここで矛盾が起
きます。この計画期間は、５年間です。今回の
計画は、今年度を含めて５年間で区切ることに
なります。しかし、長岡市は、10年、20年先を
見据えた展開をしていきたいという思いをこめ
てつくっております。
　大きい柱はいま申し上げた３つですが、より
具体的には、７つの大きな分野に分けた戦略
からなっています。第１の戦略は、「若者定着」
です。長岡には、３大学１高専・15専門学校が
あります。これは地方都市においては非常に恵
まれている環境です。その環境を活かした若者
の定着を図る。第２の戦略は、「子育て」環境
の整備ですね。第３は、「教育」ですね。そし
て第４は、「働く」ですね。産業であったり農
業を含めた中で働く。第５は、「交流」です。
定住だけが今回の人口減少問題ではありませ
ん。11地域からなる長岡市のそれぞれの地域に
はいろいろな資源があります。また、県外、国
内外、様々な方から長岡という地方都市を分
かっていただくなかで交流を推進していく。第
６は、「安全安心」です。長岡市で生活するう
えで、安全・安心でなければなりません。最後
第７は、「連携」です。近隣・関係市町村や都
市圏との広域連携など多様な連携が不可欠にな
ります。
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◉ながおか・若者・しごと機構を先頭に進もう!

中村　最後に、ながおか・若者・しごと機構の
資料も配布されていますが、12月に設立します。
学び、暮らし、仕事、魅力づくりなどを若者と
産官学金の連携で、総力をあげて推進します。
ここにおられる学生、若者の皆さんにぜひ参加
していただきたいと思います。
　以上、簡単ですが、長岡版総合戦略＝「長岡
リジュベネーション」の概要のご紹介を終わり
ます。
原田　どうもありがとうございました。それで
はパネリストの方に、それぞれの立場でこの創
生戦略については関わられておられると思いま
すので、これについての感想あるいは提案なり
がありましたら。なるべく短めにお願いします。
それでは大森さん。

◉若返り戦略のイメージを!－アートのまちづくりなど－

大森　長岡には、３大学１高専15専門学校、ほ
かにも高校を入れるともっとたくさんの学校が
あります。高校生の場合、県外に出られる人が
多い。３大学１高専15専門学校の学生は、昼間
は長岡におり、多くの人が市内に住んでもいる。
若い人が集まっているなかで、若返りを考えた
ときに、各学校、学生の特徴を活かした活動を
展開する。例えば、長岡造形大学はデザインの
学校ですから、学生が参加して長岡駅前を全て
アート化してしまう。長岡はアートのまちだと
いうことで、アートに興味がある子ども達がさ
らに集まってくる。
　また、長岡技術科学大学は、外国人学生が全
国一入学するような学校ですから、その方々を
いかに長岡市で起業するか。その環境を創る。
そういう新しい価値観を広めることが若返りの
戦略ではないかと思っています。
　若者らしい意見を言いますと、やはりオシャ
レ、カッコイイ、カワイイといったキャッチー
な言葉に繋がることになれば良い。オシャレな
おじさん、カッコイイおねえさん、カワイイお
ばさんというように。そういったような若い方
の意見に耳を貸していただくことが、若返りの
はじまりではないかと考えております。
原田　大森さんは、ながおか若者会議でどんな
ことをされていますか。

◉10代～ 30代の若者50人が若者会議に参加

大森　先ほどから、「ながおか若者会議」とい
う名称が出ていますが、長岡市市長政策室政策
企画課の若者・しごと機構の若者会議の活動の
ことだと思います。10代から30代までの学生、
経営者、ＮＰＯなど50名ほどが参加して活動し
ています。５グループに分かれて、酒と食、農
業活性化、子育て支援、若者の居場所づくり、
企業と人・若者のネットワークづくりに分かれ
て、活動しています。私がプロジェクトリーダー
をしているのは、そのなかの若者の居場所づく
りというテーマです。まだ出すには少し早かっ
たのですが、昨日も若者会議がありましたが、
皆さん本当に何がやりたいのかと聞いて、何が
したいか、自由な発想で議論しております。
　本当にまじめな話をしてもいるのですが、も
うちょっと暗くやりましょう、というのをこの
前題材にしてやらせていただきました。こんな
ところでいいですか。いまのところはこの程度
にさせていただきます。
原田　具体的には後でまたお聞きしたいと思い
ます。それでは次に栗原さんお願いします。

◉�長岡の思いをいかに東京に届けるか、情報発信
をどうするかが問題!

栗原　私はいま29歳で20代なのですが、若者会
議にも出席しておりますが、そのなかでも比
較的若い方ではないかと思っております。この
総合戦略を最初に公になる前に拝見したときか
ら、若者に寄り添っているな、若者のことを考
えてくれているなと、と思いました。中村さん
からは、若者を中心にしたものではなくて、長
岡の若返りなのだという話も冒頭ありました
が、私の印象としては、若者に寄り添ってくれ
ていると好印象を感じました。
　ただ、こういった施策はいろいろと言いたい
ことはあるのですが、戦略としてはすばらしい
ものなので、それを主な施策としていったとき
に、どういうふうに発信していくかが重要だと
思います。良いことをしていても、やはり人に
知られないことには、それを魅力に感じていた
だけません。特に地方創生でやろうという総合
戦略、東京一極集中を打開するために地方に人
を呼びたいと言っているのに、こういった情報
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が、そういった東京の人にも届かないと、なか
なか長岡の若返り戦略はうまく歯車が回ってい
かないのではないかと感じました。

◉移住女子のネットワークを創る!

原田　どうもありがとうございます。それとの
関連で、先ほど12月に移住女子のサミットをや
られるということを言われたのですが、これは、
７つの戦略でいうと、移住女子というのはどこ
に入りますか。
栗原　移住女子は、若者定着と交流というとこ
ろにあたると思います。私が活動している「思
いのほか」もそうなのですが、それも「働く」
と「交流」にあたります。いまは縦線で分かれ
ていますが、一緒にできるところもあるのでは
ないか。そういった点も施策の中で感じるとこ
ろです。
原田　移住女子は、最初に栗原さんにお会いし
たとき私は全然知らなかったのですごい興味を
持ったのですが、いま何人くらいの方で活動さ
れているのですか。
栗原　いまは少人数で、４名で動いております。
原田　長岡だけではなくて、県内のネットワー
クを持っているのですか。
栗原　新潟県に３人、長野に１人の合計４人な
のですが、全国移住サミットをきっかけに、今
後全国に移住女子のネットワークを広げていっ
て、女性達の豊かな暮らし方、地方での暮らし
方もできるというのを発信していきたいと思っ
ております。
原田　非常にいい事業ですね。がんばってほし
いと思います。それでは次に小柳さんお願いし
ます。

◉�自治体と連携協定－金融から産業振興全般へ
の取組へ－

小柳　銀行がどうして地方創生なのか。私ども
は地域金融機関でして、銀行も一企業として繁
栄するというところから、地方創生に真剣に取
り組むことこそ地域金融機関が生き延びること
なのだという考えのもと、私ども金融機関とし
て地方創生に参画させていただいているところ
です。
　また、いまさら私がお話しするべきものでも

ないのですが、国が提言している地方創生とい
うのは、いわゆる金太郎飴ではなくて、新潟県
には新潟県をはじめとして31の市町村があるわけ
ですが、その31の市町村が独自の色を出して政策
を進めていくことによって人口減少に対して歯
止めをかけていきましょうということが本当の
意味での地方創生ではないかと考えています。
　そこで、私どもは、実は、昨年大きく発表さ
せていただいたのですが、昨年10月に長岡市と
はこの地方創生に対して全面的に一緒になって
タッグを組んで取り組んでいきましょうという
ことで、包括連携協定を締結させていただきま
した。いままではどうしても私たち金融機関と
行政の皆様との間柄は、いわゆる財政を預かる、
市税を運用させていただいたり、金融面のお金
のことしか関わり合いがなかったのですが、こ
の地方創生を機に、企画の面であるとか、いま
は子育て、支援のこととか、まさにやらなけれ
ばならない産業振興といった面について一緒に
なって取り組んでいるところです。
　これも口幅ったい言い方なのですが、地方公
共団体は、クルマでたとえるならばエンジン
であり、そのエンジンを正確に動かすためには
どうしてもオイルが必要でして、そのオイルが
私達金融機関でありたいというところで一緒に
なって支援させていただいているところです。
原田　北越銀行さんはいろいろやられておりま
す。後ほど、ご紹介ください。それでは、長谷
川さんお願いします。

◉大都市部への魅力発信で人をよぶことが第１!

長谷川　先ほど、商工会議所内部の部会で人口
減少について議論したと申しましたが、何が課
題なのか。当然、人口減少にともない市場規模
が縮小していくので、ものが売れなくなる、そ
して労働人口が減っていくから人材確保が難し
くなるという話がありました。
　ではどうするのか。本当にいろいろな意見が
出ました。若者の人口流出を止める、U・Iター
ンを促進する、U・Iターンのため企業誘致を
する、創業を支援する、さらに働きやすい職場
環境をつくる、女性が活躍できる環境をつくる、
子育て支援を充実させる、等々様々な意見が出
ました。
　しかし、会員は企業経営者の方ですので、日々
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の仕事のなかですでに、いろいろな判断をして
進んでおられる。また、人口減少問題は、中村
課長が言われたとおり、成果が出るまでは相当
な時間がかかります。議論はできても、なかな
かうまくまとめられないという感じがしました。
　たとえて言うなら、生活習慣病みたいなもの
で、人口減少といっても、来年いきなり２割３
割減ったり、３年後に半分になるということで
はない。病気と一緒で、明日明後日死ぬわけで
はないけれども、このまま放置しておくといつ
か問題になりますよという問題なので、議論、
集約が難しいテーマです。そんななかで最終的
にまとめたのは、やはりUターンを促進しよう。
そのためには長岡というところがもっと良いと
ころだということを特に東京なり県外に出て
行った子ども達に伝える必要があるだろう。そ
の努力が少したりないのではないかという話に
まとまりまして、その辺の魅力を、企業の魅力
ももちろんですが地域の魅力をもっと発信して
いくべきではないかということで、その点を要
望させていただきました。要望した以上、行政
の皆さんと一緒にやりましょうということにな
りました。

◉戦略４「働く」の魅力を発信し戦略１「若者定着」へ!

長谷川　先ほど示された総合戦略７つあります
が、商工会議所としてはやはり４番の「働く」
ということが役割としてあるのだろうと思いま
す。「働く」のなかの下の方にいろいろ四角で
書いてあります。産学連携とか販路拡大支援と
か、ここに書いてあることは、いろいろな段階
で実は取り組んでいます。ですが、なかなかそ
れが若い人に伝わっていないというのが実態で
はないか。特に長岡を離れてしまうと全く長岡
の情報が入ってこない。そこが一番の課題だろ
うということで、この戦略４のなかでやってい
ることをいかに発信して、そして戦略１の若者
定着へ繋げていくのか。ここが、商工会議所が
になう役割ではないかと思っています。
　ある意味、地方創生は人の取り合いになるの
ではないか。９月に人口減少対策の講演会を
やって野村證券の和田さんという方に講演を
していただいたのですが、マクロ的に見ると
20世紀は人口が３倍になって、21世紀は逆に
それが３分の１になるのだという話がありま

した。1900年は約4,300万の人口が2000年には
１億2,000万、2100年には4,900万台になるとい
う試算のなかで、人口減少そのものを止めると
いうよりは人口減少を前提とした社会の仕組み
なり仕事のやり方を考えて行くべきではないか
という意見も一部ではあるのですが、そのなか
で、いまやれることは、いまやっていることを
いかに発信していくかに尽きると思うので、こ
の辺を皆さんと一緒にやっていくのが会議所の
役割だろうと思っております。
原田　どうもありがとうございました。会議所
は戦略４「働く」で情報発信するとのこと、頼
もしいですね。それでは、鯉江さんに、全国の
アンケートで、先ほどは時間がなくてあまり話
ができなかったと思うのですが、長岡市の総合
戦略を全国のアンケート等の観点から、どんな
ふうに評価できるかお話しいただければと思い
ます。

◉�非正規雇用者賃金をアップし結婚を増加させる
ことができるか!

鯉江　基本的には、先ほども言いましたけれど
も、長岡市が特に特殊なことをやっているわけ
ではなくて、全国で既に色々やられていること
を長岡版総合戦略自体は合致していると思いま
す。まさしく同じ向きである。
　質問から話を変えたいのですが、今日配って
いただいたところに、長岡市の人口の将来変動
というものがあります。合計特殊出生率を現在
の1.5から2.19にもっていく。それによって人口
減少を食い止めるというのが計画されているの
ですが、実際よく考えてみると、いまの人達、
例えば1.5から2.2とすると0.7です。全員が0.7人
余計に生まなければならないという話です。こ
れは絶対無理だと思います。極端なこといえば、
いま２人生んでいる人達が、全員３人生まなけ
ればならないという話になります。
　よくよく考えてみると、正規雇用と非正規雇
用を比較すると、現在、非正規雇用がものす
ごく増えています。非正規雇用の場合には給料
が安い。したがって結婚もできない。日本の場
合は中国と違って男性と女性の数がほぼ同じで
す。女性の方が少し多いのですが、これは高齢
者が多いだけですから、ほぼ同じなわけです、
若者については。そうすると女性に一人余計に
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産んでくださいということは現実には無理でし
て、産む人の数を増やさないと駄目なのです。
そうなれば、これはできないとは思いますが、
長岡の企業が例えば一人正規雇用を雇った場合
に非正規雇用分との差額を補償してあげる。そ
うしたら皆長岡へ来て働きます。そして皆結婚
してくれるようになります。そういう政策を打
つ、そういう方向に持っていって人口を増やし
て元気になっていくということしかないのでは
ないかと思います。
　私自身も正規雇用で21年前に移住してきた男
子ですので、長岡が気に入って１年で家を買っ
て、やっと来年３月に住宅ローンが終わるの
で、これからは長岡でいっぱいお金を使おうか
と思っていますが、そうやって人口を増やして
いくということが非常に大事ではないかと思い
ます。
原田　その点は後でまた議論したいと思いま
す。それでは、第２のクールに移りたいと思い
ます。地域活性化にはどんな事業、活動が必要
か、のぞましいか。
　栗原さんは東京から長岡に移住した、長岡に
とっては人口の社会増にあたります。そのとき
に情報発信が非常に重要だと言われた。良いこ
とを言っても発信できなければ駄目だと言われ
た。まったくその通りだと思います。先ほどの
移住女子のサミットのように、長岡のいまの若
者会議とかを見ていて、もうちょっとこれはこ
うした方が良いのではないかというアイデアは
ありますか。情報発信。若者だけではなくても
良いのですが、地方創生も長岡のものをいろい
ろなところに知ってもらわなければ人は増えな
いわけです。何か、いいアイデアがあれば。

◉�見られるホームページ、長岡の魅力を具体的に発信!
－地方の魅力のリストを発掘－

栗原　私が思い浮かぶのは、１つはホームペー
ジというのがあるのですが、いまの長岡市の
ホームページは絶対に見ないだろう、それで広
報しても意味がないだろうというのは正直に思
います。２つ目は交流という点をつかいまし
て、移住女子も、ただ地方へ行ってフリーペー
パーを出して発信しているだけではなくて、実
際に東京に何回か通っているのです。そこで実
際に移住女子はこんな生活をしています、こん

な考えをしていますというのを発信して、地域
に興味を持っていただく。そして、是非、新潟
に行ってみたいですという声をたくさんいただ
きます。
　先ほどの鯉江さんの話につなげてしまうので
すが、私達が「移住女子予備群」と呼んでいる、
地方に移住したいけれどもきっかけがない、ど
こに行きたいというわけでもない、でも地方
に移住したくて東京での暮らしがそろそろ飽き
てきたという20、30台後半くらいの女性までい
らっしゃるのです。私達がびっくりするくらい。
先日開いたイベントでは、30、40名定員のとこ
ろを60名くらいの女性が来たりとか、本当に東
京の女性達はそういった情報を求めている。そ
ういった移住女子予備群がいっぱいいるのに、
うまく地方の男性とのマッチングができないだ
ろうかとずっと思っていました。その１つに、
長岡の若者会議のなかでも、「農的男子図鑑」
と名乗っているプロジェクトがあるのですが、
長岡の、田舎暮らしだけれども格好良い暮らし
方、生き方をしている男性達をフリーペーパー
で紹介しようというチームがあります。
　そういったふうに、長岡で活躍している、地
味だけれどもがんばっている男子をどう見せる
かというのも情報発信の１つだと思うのです。
そういったものと、移住女子予備群をうまく
マッチングさせることができれば、人口増にも
つながるのではないかとも思いますし、それに
合わせて鯉江さんがおっしゃったように雇用も
大事な話だと思うので、男子がいつまでも元気
に働ける、地元のある人達が元気に暮らしてい
ける基盤もつくっていただきたいと思います。
原田　中村さん、この辺どうですか。総合戦略
のなかでいうと、重点になりそうですか。

◉交流づくりの工夫で若者定着へ!

中村　厳しいご意見ですが、ホームページをは
じめ私どもも情報発信について強化する必要を
感じております。また、いまの交流のやりかた
を考える必要もあると考えております。栗原さ
んが言った通り、来てもらうための情報発信も
必要だし、若い皆さんを中心に、20代、30代く
らいの方が出会う場、あからさまな婚活ではな
くて、何らかの共通した目的、例えば、移住と
か、趣味であったり、そういう出会ったり交流
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できる機会をどんどん増やしていければなと
思っています。戦略１「若者定住」と戦略５「交
流」をうまく組み合わせて成果をあげる、そう
いう方向で今後取り組んでいきたいと思ってい
ます。栗原さんのご指摘はまさしくその通りだ
と感じております。
原田　本当は時間があれば、そういう移住女子
予備群は本当にそんなに居るのかと質問をした
いのですが、これはやめることにしたいと思い
ます。大森さん、どうですか。若者会議、情報
発信をどうするか。
大森　やはり若者会議なのだから若いやり方を
したいと思っていますし、12月１日にいよいよ
後ほど出てくるのですが、若者仕事機構がたち
あがると同時に、若者会議もそれを拠点にして
動き出しますので、随時我々総出で、もちろん
長岡市も、オール長岡で発信するしかないで
しょうね。
原田　栗原さんが鯉江さんの賃金、給与の話を
していましたが、鯉江さん、情報発信とかアン
ケートで参考になりそうなものはありました
か、あるいは個人の意見でも良いですが。
鯉江　今日の資料のなかで、長い表があったと
思うのですが、それを見てもらうと、結構やはり
女性支援だとかそういうものに対して反応して
いるのです、人口が増えているところは。そうい
う部分が大事になるのではないかと思います。
原田　どうもありがとうございます。それでは
次に小柳さんと長谷川さんに、小柳さんには、
いままであまり産学官といって金は入っていな
かったのですが、最近入るようになりました。
金融機関としていま地方創生というので、実際
どういうことをホクギンとしてやられているの
か、ご紹介をいただけますか。

◉地域資源活用型の新規事業を支援!

小柳　実は金融機関も本当に昔から産学官連携
をかなり真剣に取り組んできています。今日は
皆様に配布させていただいたパワーポイントの
資料をごらんになっていただいて、３分くらい
で事例をお話しさせていただきます。
　金融機関としての立場で、なかなか婚活に対
して合コンを開きましょうというわけにはいき
ませんので、我々としてできることとは、産業
の育成が中心になります。産業の育成も、実は

既存の産業もさることながら、先ほど課長から
も話がありました通り、新しい産業を創出して、
そうした新しい産業にいかに雇用を増やしてい
くかというところに着眼点を置いた支援が大切
ではないかと思います。これが基本です。より
具体的には、地域経済循環創造事業交付金と新
潟県戦略産業雇用創造プロジェクトの２つの支
援策があります。前者の交付金は、総務省管轄
の補助金事業でして、地域の資源を活用して新
しい産業を創出する場合の助成事業です。具体
的には、長岡市と連携しまして、昨年から今年
度にかけて３つの事業を支援させていただきま
した。A社が、収集してきた枯れ葉を利用して
もやした熱エネルギーと電気エネルギーを活用
して植物工場をたちあげます。B社はいわゆる
廃棄処分になる可能性のある規格外野菜を活用
して新しい商品、長岡のブランド化になるよう
な新しい商品、ディップソースをつくりますと
いう事業。C社は、米粉を活用してクッキーを
つくる。ただしこのクッキーについては、いま
までもたくさんの米粉事業を新潟県内で行って
いるのですが、アレルゲンフリーという食品で、
保存食と児童のアレルギー対策としてのおやつ
代わりですね。以上の３つの事業に対して申請
をあげて交付金をいただいた事例です。もちろ
んここに雇用もつながってまいりました。

◉六次産業化事業も支援!

小柳　次に、銀行はどうしても融資する際に担
保をいただくケースがあります。担保は、通常
は不動産が多いのですが、新しい手法として、
ABL、Asset-based Lendingという金融手法を
活用させていただいたという事例です。つまり、
事業そのものを銀行として評価して、商品在庫
や売掛金などを担保にして、融資する手法です。
今回は、長岡が発祥の地である錦鯉事業を錦鯉
を担保にして金融支援をしました。この事例は、
錦鯉をさらに世界に発信しているというブラン
ド支援という位置づけで取扱いさせていただい
たという事例です。
　さらに、六次産業化応援ファンドという新事
業支援事業があります。新潟市の事例ですが、
肉牛農家がステーキレストラン・焼肉店を展開
する六次産業化支援事業です。新会社設立をし
ましたが、その新会社に対して銀行は融資とい
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う形ではなくて資本参加、出資させていただい
て、大きくビジネスを展開していただきたいと
いうところです。
　まだ実はお話をさせていただきたい点は多々
あるのですが、冒頭申し上げました通り、新し
いビジネスに対して銀行も積極的に支援させて
いただいているという、これが働く場を確保す
るところにつながるのではないかという思いで
取り組んでいる次第です。以上です。
原田　支援は具体的に何をしているのですか。
つまり、企業が、私のいままでの経験では交付
金の申請書を全部書けるなどとは思っていない
のです。それを北越銀行が書いてあげるという
ことですか。
小柳　ほぼ100パーセントこちらで申請手続を
させていただいております。
原田　戦略４「働く」で、産業に焦点が、雇用
のところで当たるわけですが、商工会議所の、
先ほどの長谷川さんの話でいくとＵ・Ｉターン
も同様なのですが、会員企業が新製品開発やブ
ランド品を開発するとか、そういう成長戦略を
とることによって雇用を拡大するとか、賃金も
上がるということになって、それがひいては長
岡の産業の魅力をつくるということになると思
うのですが、その辺についてはどうですか。

◉企業のビジネスチャンス（販売促進）を拡大する!

長谷川　実は先週も幕張メッセの展示会に会員
企業11社が出典しました。これは鉄道の技術展
という、鉄道関係の展示会、車両とかそこに使
われる部品、そういったものの展示会です。長
岡には11社も、鉄道関連製品の企業があるのか
と思われるかもしれませんが、必ずしも直接関
係がないものであっても何か使えるものがあれ
ばということで出展しています。例えば、鉄道
でもし事故があったときに緊急時の脱出シート
をつくっている会社ですとか、鉄道関連でビジ
ネスチャンスを見つけるために参加していま
す。ＮＰＯ法人長岡産業活性化協会ＮＡＺＥと
いうものづくり企業の団体とも連携しながらい
ろいろな形で仕掛けていきたい。
　企業にチャンスを与えていこうというのが
我々にできる場づくりになると思います。お手
元の、「ながおか野菜クオーレ祭り」というチ
ラシをご覧ください。これもそういった企業の

販促支援の１つの場をつくろうということで計
画したものです。明日、明後日、ハイブ長岡で
開催されるながおか野菜クオーレ祭りです。左
上に小さな字で書いてあります、「伴走型小規
模事業者支援推進事業」と。実はこれは国の事
業で、補助金をいただいて実施しています。国
の方向性としては、いままでは企業の成長・発
展、やる気のある企業を支援していこうという
流れだったのですが、昨年、一昨年くらいから、
小規模事業者、小規模の定義は従業員数が20人
以下、商業・サービス業だと５人以下という企
業が継続できるように支援するのが商工会議所
の役目でしょうということでこの事業の補助金
化ができています。ここには70社と書いてある
のですが、実はこのあと増えて79社が明日ハイ
ブに出展されます。野菜そのものを扱っている
ところだけではなくて、例えば神楽南蛮の味噌
漬けですとかジャム、長岡の野菜のソーセージ、
いろいろなところが出ますが、その目的はそう
いった企業が販売促進につながるように、そう
いう場をつくろうというのが商工会議所の使命
であると捉えて、特に小規模事業者ということ
を今後国の方向性のなかで強化していかなけれ
ばならないということなので、先生がおっしゃ
るように先端的な企業の支援ももちろん必要な
のですが、広くあまねく小規模事業者も支援し
ていくという方向性でいます。

◉創業者クラブで成長企業を育成!

長谷川　あともう１枚、お手元に「創業者クラ
ブ」というチラシが入っています。これも今回
の総合戦略のなかには創業支援がありますが、
その一環でもあります。昨年から創業者クラブ
を立ち上げて、参加費無料の会員制組織になっ
ています。いま45名のクラブメンバーがいます。
おおむね創業５年以内の経営者と、これから創
業しようという方もなかには入ってはいます。
なぜこれをたちあげたかというと、創業までは
色々な支援があってこぎ着けるのだけれども、
その後なかなか商売を続けていくのが厳しいと
いう実態があります。ですからこういうクラブ
をつくって８月以降毎月１回会合を開いて、金
融機関からもご支援いただきながら銀行との
付き合い方とか、実際経営に役立つような中身
を、皆で集まって勉強しようと。創業者といっ
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ても、いろいろな年齢、業種も様々なので、な
かなか相談する相手もいないということも悩み
として聞いていました。ですからこういった場
で出会った方々といろいろなことを相談しあい
ながら商売がうまくいくようにという狙いがあ
ります。いろいろなネットワークをつくること
が商売の広がりにもつながるだろうということ
でこういったものをたちあげて運営しているわ
けです。
　ですから、商工会議所としてはいろいろな、
小企業、大企業いろいろあるのですが、それぞ
れ魅力のある企業をつくることが若者にも伝わ
り、ひいては若者が定着するまちになればと
願っております。以上です。
原田　ありがとうございました。大森さんは経
営者なので、経営者として活性化のポイントが
あれば一言お願いします。

◉技術継承の人材育成の仕組みに支援を!

大森　では、大森木工の代表で話をしますが、
私の会社もそうなのですが、技術の継承が出来
ているのだろうかというところがあります。木
工業界でも熟練工が不足しております。中核層
が抜けておりまして、技術を継承していくのに
はどうしたら良いか、私も常々、頭を痛めてお
ります。なかなかいいアイディアが出てきませ
ん。例えば、資格取得や研修などの大会など、
様々な業種であると思うのですが、そういった
ものに関する支援・助成があるとありがたいか
なと思っております。資格を取得したり、大会
で優勝、受賞すると、若い子達も、実力が身に
ついて自信になります。
原田　どうもありがとうございました。それで
は３番目、ながおか・若者・しごと機構で主に
何をやるかという点に移りたいと思います。最
初に、中村課長に、当面まずどこら辺をやりた
いか、例えば３つとか簡単にご説明いただけま
すか。

◉ながおか・若者・しごと機構の立上げをしっかりと!

中村　ながおか・若者・しごと機構という名称
で活動をしたい。まずは、プレイヤー側の話と
して、若い方々に集まっていただいて、自由な
発想で自由にやってもらいたいというところ

で、若者会議を立ち上げています。先ほど、参
加されている大森さんや栗原さんのお話があり
ました。この活動からくるものを、良いか悪い
かは別として大切にしていきたいというのが１
点であります。
　２点目は、事業支援のオール長岡の体制をつ
くりあげたい。ある程度、見えているのですが、
３大学１高専15専門学校、商工会議所、商工会
連合、長岡市、北越銀行や大光銀行などの金融
機関さんも含めて、オール長岡で設立したい。
ある程度設立に向けて、いいところまで来てい
るので、そういう活動からやっていきたい。
　３つ目に、事業的には、まもなく１つ２つ出
てくるのでしょうが、若者会議の皆様、先ほど
からプロジェクトという表現を使われています
が、そこから出てくるもの、取りあえず出来る
ところから一生懸命、成功するか失敗するかは
別としてやっていければと思います。当面、大
きく２つ、３つを、今年度でしっかりやってい
きたいと思っています。
原田　どうもありがとうございました。私の疑
問を１つさせていただきます。長岡市は総合戦
略づくりと同時に総合計画も策定しました。鯉
江さんも総合計画のメンバーですが。人口減少
は５年で止まる、解決するということはあり得
ない。かなり長い取組になる。そうすると、総
合計画と地方創生の総合戦略の関係はどうなる
のでしょうか。事業を継続するためにはどうし
たら良いか。お考えがあれば、お願いします。
中村　いきなり総合計画との関係といわれても
皆さんの頭が混乱すると思うのですが、いま
言った総合戦略はしっかりやっていく。その上
でいま検討しているのが、総合計画というもう
一つの大きなまちづくりの計画です。それが今
年度終了しますので、総合戦略も踏まえ、今後
きっちりと関係の皆さん、議会の皆さんと議論
をしながら、今年度のなかでつくっていきたい
ということです。
原田　ありがとうございました。あまり時間が
ありませんから、パネリストの方、若者を中心
に進めるとのことですので、具体的にこういう
事業を当面やろう、はじめようというアイデア
等あれば一言ずつお願いします。大森さんから。
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◉若者が＜僕らの街だ!＞と言えるように!

大森　若者会議は５グループに分かれていまし
て、１つのグループは、雪と食に関して提供す
る場をつくるという取組みです。雪のデメリッ
トをメリットに変える、長岡の野菜を使うとい
う形で、冬の時期に行いたいと言っています。
ですから１月か２月か３月かというところで、
長岡市内で必ずやってくれると思います。
　２つ目は、農的男子のグループです。先ほど
栗原さんがおっしゃっていますが、そちらも
着々動いておりますが、それがどこまでいった
のかは私も分かってはいないので、後ほど発表
になるのではないかと思っています。
　３つ目は、子育て支援のグループです。ママ
さん達が集まって子育てに関して情報の一元化
等をつくりはじめています。形としては、流動
的に動くのかなと思いますが、どこが決着なの
かは私では分かりませんが、それはそのグルー
プで動いております。
　５つ目は、企業と若者のネットワークづくり
のグループです。12月13日に、東京と長岡から
１人ずつ、起業家をお招きしてお話しする。そ
こに若い学生等をたくさん呼んで、アオーレで
行いますので、是非興味のある方はまた見に
行っていただければと思います。
　４つ目は、居場所グループです。これは私が
代表をしています。若者の居場所、何があるの
という話で、学生からも、長岡では遊ぶ場所が
ない、僕らの居る場所がない、いろいろなこと
ではじまりました。あまりにも範囲が広すぎて、
どうまとめて良いかは正直分かりませんが、12
月１日に、我々の拠点の改装を行います。デ
ザインは長岡造形大学の教授のチームが行い、
パークという学生の団体がつくります。昨日も
朝９時に、私も立ち会いまして、どのように行
うかを話し合ってきました。そのなかで、若い
人達は皆さん笑顔、聞いてあげてください。ど
んなものがおもしろくない、まちを歩いていて
おもしろくない、どうしたら良いですか。各所
にアートを置く、そういった自由な発想からは
じまっています。ゲートボール場が余っている
のがたくさんある。ではどうするか。スケボー
場にしたいとか。自由な発想を引き出す係が私
の役割かと思っております。どうせ無理だよと
か、そんなのできないよ、と言うのではなくて、

皆さんのお力を借りて、できるにはどうしたら
良いかということを教えていただいて、１つで
も２つでも必ず前向きに、若い人達が、僕らの
まちだ、と言えるような世界にしていただける
とありがたい。そのために総ての力を使います。
原田　どうもありがとうございます。是非力強
く進め、情報発信ができるように。
大森　すみません、いまの話とちょっと違いま
して、いま栗原さんもおっしゃったのですが、
今週日曜日に石破大臣が視察に来られました。
私もそのお昼に同席させていただきまして、石
破大臣が、鳥取県出身なのですが、日本海側の
地方は、皆上からの圧力が強くて子ども達が全
く育たない環境なんだよねという話をしたので
すが、そのなかで長岡市はちょっと違う。大人
もこどもも、男も女も、皆好きなことを言いな
がら、まちのためを思っている。まちを愛して
いる。長岡市を愛しているというのがすごく伝
わりました、という話をしていました。
原田　どうもありがとうございます。栗原さん
一言。

◉�諸先輩との連携で若者のアイディアのブラッシュ
アップを!

栗原　みなさま、長い時間ありがとうございま
した。その場で、石破大臣には、本当にそういっ
たことをおっしゃっていただいて、長岡市は市
民力があるとおっしゃっていました。私もＮＰ
Ｏ法人の代表をしておりますし、そういうふう
に感じております。
　大森さんの話を聞いていたら、何を言おうと
したのか忘れてしまいましたが。私も若者会議
の一員として、食のチームに入っています。た
だ、２月20日にイベントだけをやろうというの
ではなくて、そのイベントを皮切りに、長岡の
観光産業をつくっていこうと思っています。他
のチームがどんな活動をしているかというのは
分からないのですが、若者自体も、今後の長岡
の未来を考えて動いているということを皆様に
気に留めていただきたく、またその若者会議で
いろいろな自由な発想で、大人からすれば、馬
鹿者と言いたいようなアイデアもあるかもしれ
ませんが、それが若者の特権です。その視点が
今後長岡を救うかもしれない。ぜひ、長岡の諸
先輩方、いまいらっしゃる方々からご意見をい
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ただきながら、若者のアイデアがブラッシュ
アップされて、長岡をより良いものにするので
はないか。それが長岡のリジュベネーションで
はないか。相互にとって若返りというものが、
そういった関係性の中で生まれるのではないか
と思います。
　いま、中村さんがおっしゃったように、市長
も自由に若者会議はやってくれと言われるので
すが、自由ななかにも、なかなかやりづらい部
分とか、自由すぎてなかなかまとまらないと
いったこともあるので、ぜひ、大人の皆様、私
も大人ですが、諸先輩方のご意見もいただきな
がら、すばらしい長岡をつくっていければと思
います。ありがとうございます。
原田　ありがとうございます。それでは小柳さ
んお願いします。

◉�若者主役で「ながおか・若者・しごと機構」を
盛り上げよう!

小柳　長時間ありがとうございました。私ども
は、先ほどお話をさせていただきました通り長
岡市様とは包括連携を締結させていただいてい
る関係で、様々な関係をつくっていますが、若
者・しごと機構は大変すばらしい取組みである
と私ども銀行としても考えております。
　皆様ご存じの通り、長岡市内には日本を代表
する米菓メーカーがあったり、新潟県内を代表
するゼネコン本社であったり、またものづくり
産業が集積しています。人口減少に対応してい
くためには、新しい産業の創出、創業やベン
チャー企業の支援をしていく必要があります。
いわゆる内発型の産業振興が不可欠です。その
点で、若い世代の方々の意見が必ず重要になっ
てくるのではないかと考えております。
　ながおか・若者・しごと機構では、若者の皆
さんが主人公になっていただき、金融の立場か
ら言わせていただきますと、企業と学生との交
流の場をもう少し考えていただきたいな、であ
るとか、学生向けの創業塾であったり、３大学
１高専15専門学校の皆様が主体的に学生の学生
による学生のためのまちづくりサミットを開い
たり、とかを進めていただけたらと思います。
さらに、就職してからの生活環境として、若者
の住宅環境整備について考えていただく、子育
て・育児の面への若者の皆さんのご意見をだし

ていただく、などをやっていただけたらと思い
ます。
　若者自身が、私達にない柔軟な発想をもって
この機構を盛り上げていくことこそ、長岡市
の地方創生、人口減少に歯止めをかける１つの
きっかけになるのではないかと思います。私ど
も金融としても、できる限りのご支援をさせて
いただくつもりです。本日、午前中発表させて
いただきましたが、そのような観点から、私ど
も北越銀行からは、ながおか・若者・しごと機
構に１名行員を派遣させていただいて、共にこ
の機構を盛り上げていこうと考えております。
以上です。
原田　どうもありがとうございました。それで
は商工会議所の長谷川さんから。

◉Ｕターンを把握する仕組みづくりを!

長谷川　２つあるのですが、１つはＵ・Ｉター
ンのことです。そもそもＵターンの割合がどの
くらいなのかという実態も実は分からないとい
うのが現状です。高校卒業後の進路はだいたい
わかりますが、大学に進学した人が卒業後どう
なったかはわからない。これが、実態です。い
ろいろなハードルがあるのかもしれませんが、
ぜひ、Ｕターンの比率を把握していただきたい。
そうでなければ成果は見えづらいと思います。
感覚的に３割か４割かなという、皆さんの同級
生等を考えるとそういうのはあるのかもしれま
せんが、実際のところが分かっていない。全数
は無理でも抽出で比率だけでも分かれば、成果
がはかりやすくなるのではないかと思います。
　それから、Uターンそのものについてです。
実は非常にハードルが高い。そもそも中途採用
というかたちになります。Uターンには２種類
あって、新卒でUターンと、あとは30代、40代
になってからUターンという２つあります。後
者は把握するのがなかなか難しい。そもそも企
業にそういう採用枠はありませんので、よくわ
かりません。その辺は仕組みをつくる必要があ
るのだろうと思います。商工会議所も協力でき
るところはしなければならないと思うのです
が、そこができないと、いくらU・Iターンを
促進しましょうといっても言葉だけで終わって
しまいます。今後、若者・しごと機構でも検討
いただきたいと思います。
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◉学生スポーツ大会など学生が交流する仕掛けづくりを!

長谷川　もうひとつは、先ほどから話がありま
したが、３大学１高専15専門学校がり、数千人の
学生がおります。であれば、何か学校代表のス
ポーツ大会をしてはどうかというアイディアが
出ています。学校対抗でも企業対抗でも良いの
ですが、何か多くの人を巻き込めるような仕掛
けが必要ではないか。大森さんも栗原さんもリー
ダーとしてがんばっていただいて、お２人はそ
の道のリーダーですが、一般の人達も巻き込む
ような仕掛けを是非お願いしたいと思います。
やることがない、おもしろくない、居場所がな
いという話がよく出ますが、そうであればそう
いう場所をつくるのも１つの手だと思います。
　また、例えば子ども達に勉強を教えるとか、
スポーツや音楽をそういう若い人が教えること
で、地域にとって若い人が重要かつ溶け込んで
やりがいをもつという仕掛けもできるのではな
いかと思っています。是非、若い方は自己ア
ピール力とかセルフプロデュース力は我々の世
代と比べて高いと思うので、そういう優秀な個
の力をいかに地域としてまとまりにしていくか
というところがポイントではないかと思ってい
ます。よろしくお願いします。
原田　どうもありがとうございました。もうほ
とんど時間がありません。鯉江先生、何かあり
ますか。

◉若者がやりたいことで「世界一」の世界づくりを!

鯉江　これは名前が決まってしまったのでしょ
うがないのですが、できれば「ながおか・若者
機構」にしてほしいですね。仕事なんて入れる
から真面目に考えなければならなくなる。長谷
川さんが冒頭言われたことは非常に大事でし
て、水飲み場へどうやって連れて行くのか。自
分で水飲み場へ行く人達は良いのですが、そう
ではない若者がものすごくいる。その人達をど
うやって連れて行くのかという仕掛けが大事で
はないか。スポーツという話がありましたが、
それも私はいいと思います。
　もう１つ、大森さんが言われた、できるかど
うかは問わないで並べてみようというのも、も
のすごく大事だと思います。おっしゃるとおり
ですが、大人が入ると、そんなこと言ったって

ね、という話になる。去年うちの学生が、小千
谷の中心部から駅まで歩いていったのです。冬
の雪はどかすから道路なんですよとか言われて
しまったのですが、そんなの良いではないか、
一度どかしておいてもう一度戻せばという話。
そういうことはできるし。小国では、雪上バイ
ク大会をやりました。これを優勝すると世界を
制する。だって、世界中でそこしかやっていな
いから。
　私は、例えば、長高は都会では少ないです。
ものすごく人気があるのです。誰が見に行くか
分かりますか。お母さん達は、息子が裸になる。
川越高校はウォーターボーイズで、長岡は長岡
版トライアスロンをつくりましょう。雪を走っ
たりスキーをしたり、海で泳いだり、山を登っ
たり。そういうことをやれば皆がついてくる。
それで世界一になるのだという形を、何か夢と
してもっていただきたいということで、お願い
します。
原田　それでは最後に中村課長、いかがですか。

◉縦割りを排して＜連携＞へ!

中村　まず、「ながおか・若者・しごと機構」を「な
がおか・若者機構」に変更するとのご意見です
が、名前を変えるのは勘弁してください。
　皆さんの意見を聞いて、１年近く地方創生で
取り組む中では、やはり連携が一番難しいと考
えています。言葉で連携というのは簡単なので
すが、それは非常に難しいと感じます。例えば、
私の場合ですと、北越銀行とか、普段、金融機
関の方とはつきあわない部署です。３大学１高
専の方々とも、本来でいうと連携協定があるの
ですから連携に問題はないはずです。15専門学
校の方々は今回初めてお会いしようということ
になった。大森さんをはじめ、栗原さんのよう
な若い方々と意見交換をするというのはもっと
はじめてです。
　参加者の皆さんにそれぞれの立場や事情があ
るように、私ども市役所も公平という部分での
仕事をきっちりとやっていく一方で、地方創生
のアイデア出しでは、関係の皆さんと行政分野
の縦割りの壁を越えていかなければならない。
地方創生では、例えば福祉保健部と商工部、あ
るいは教育委員会、農林部が１つになって、は
じめて効果が出てくるのではないかという気が
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します。若者や関係機関の皆さんを含め、「な
がおか・若者・しごと機構」が議論できる場に
なれば良いかなと思います。

◉参加する学生を増やす仕組みが大きな課題!

原田　どうもありがとうございました。最後に、
一言申し上げたい。私の大学で、学生と話をし
ていると、先ほど鯉江さんが言われた、学生が
若い人が積極的にやるようにするにはどういう
仕掛けをつくるかということが、「ながおか・
若者・しごと機構」で若者中心にといったとき
の最大の課題ではないかという感じがしていま
す。ですから、長岡大学の学生も、新潟から通っ
てきている学生もいますが、うちの大学にきて
いるだけであって長岡を何とかしようという意
識はまったくない学生も多い。そういう若い人
達が多いのではないでしょうか。そういう意味
では、若者が7000人いるといっても、そのうち
何人、長岡のことを考える人がいるのか、とい
う感じです。その壁をどうやって打ち破るかが、
この「ながおか・若者・しごと機構」が成長・
発展するかの鍵だという感じがしています。最
後司会として一言申し上げました。
　今日は時間を過ぎてしまいましたが、長時間
にわたりましてご静聴いただきまして、どうも
ありがとうございました。

＊�なお、最後に栃尾地域の参加者から、「地方
創生には、除雪・克雪の取り組みが重要であ
り、長岡版総合戦略では不十分。という趣旨
のご意見があった。中村課長から、「ご意見
を参考に、総合計画での記述を考えていく」
という趣旨の回答があった。

＊以上、文責：原田誠司
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